
平成�
18年�

8
15

No.1120
毎月１日・15日発行�

流山市のホームページアドレス�
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/

発行／流�　�山�　�市�
編集／秘書広報課�

〒270－0192 千葉県流山市平和台1－1－1
0 4 － 7 1 5 8 － 1 1 1 1� （ �代 �表 �） �/

市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈8月1日現在〉�
合�計�＝�154,537人�（＋152）�（　）内は前月比�
男�＝�76,728人�（＋112）�
女�＝�77,809人�（＋ 40）�
世�帯�＝�59,036世帯�（＋ 97）�
【予算】�〈8月1日現在〉�
一 般 会 計＝350億33万3千円�
特別・企業会計＝388億52万円�

平成１８年市議会第３回定例会は、８月３１日�１３時から開会する予定です

タイムスケジュール
内　　　容イベント等時　間

ビール、ソフトドリンク、かき氷、エ
スニック料理、タコス、パスタ、ピザ、
焼き鳥、デザートなどをご用意（有料）

オープンカフェ１６：００～
２０：４０

開会宣言、ファンファーレ、バルー
ンセレモニー

オープニングセレモ
ニー

１６：２０～
１６：３０

全国トップレベルの吹奏楽演奏をお
聴きください

柏市立柏高校吹奏楽
部の演奏

１６：３０～
１７：３０

駅コンでおなじみのプロのジャズマ
ンらによるセッション

おおたかの森バンド
によるジャズコンサ
ート

１８：００～
１８：５０

テーブルに置かれたキャンドルに火
を灯しますキャンドル点灯１８：５０～

１９：１０
来年メジャーデビューが予定されて
いる若手実力派女性アーティスト

Katのポップロック
コンサート

１９：１０～
１９：５０

ご存知日本ロック界の大御所ミッキーカーチスの
ロックコンサート

１９：５０～
２０：３５

※ステージの合間などには、アートバルーンやパントマイムなどがオ
ープンカフェ会場のあちこちで繰り広げられます
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明
る
く
住
み
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
が
大
切
で
す
。
こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
を
広
げ
る
に
は
、
地
域
に
住
む
人
々
の
お
互
い
の
理
解

と
信
頼
が
必
要
で
す
。
市
内
で
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
め
ざ

し
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
と
し
も
、

各
地
区
で
自
治
会
な
ど
の
主
催
で
納
涼
祭
や
夏
祭
り
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
活
動
を
盛
り
上

げ
て
住
み
良
い
街
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　Kat　が出演

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
ま
ち
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
ま
ち
づ
く
り

地
域
活
動
で
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

地
域
活
動
で
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

　

「
近
所
の
人
の
名
前
も

顔
も
分
か
ら
な
い
…
」
と

い
っ
た
言
葉
、
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

近
年
、
地
域
住
民
の
ふ
れ

あ
い
が
希
薄
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
犯

罪
な
ど
が
増
加
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
は
、
日
々
の
安
心
し

た
生
活
を
支
え
暮
ら
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　

防
犯
に
強
い
地
域
づ
く

り
…
現
在
、
多
く
の
地
域

で
自
主
的
な
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
が
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
組
織
的

な
活
動
以
外
に
も
、
地
域

住
民
が
、
道
端
で
気
軽
に

声
を
掛
け
合
う
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
犯

罪
防
止
に
有
効
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
も
力
を
発
揮

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
大

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
建
物
の
倒
壊

な
ど
に
よ
り
交
通
が
遮
断

さ
れ
消
火
や
救
出
活
動
が

遅
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
と
き
、
個
人

で
行
動
す
る
の
で
は
な
く

団
体
で
消
火
や
救
出
活
動

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

自
治
会
単
位
で
組
織
さ
れ

た
自
主
防
災
組
織
で
は
、

地
域
内
で
の
防
災
訓
練
や

防
災
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
や
市
民
活

動
に
参
加
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
…
各
自
治

会
や
地
域
に
根
差
し
た
市

民
団
体
で
は
、
地
域
住
民

の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ

よ
う
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
や
納
涼
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
、

よ
り
良
い
生
活
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
交
通
安
全
や

環
境
美
化
、
防
犯
、
福
祉

な
ど
地
域
に
密
着
し
た
課

題
の
解
決
に
向
か
っ
て
、

み
ん
な
で
考
え
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
…
市
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に

よ
り
、
今
後
一
層
の
市
街

化
が
予
想
さ
れ
る
中
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審

議
会
に
そ
の
対
応
策
を
諮

問
し
、
現
在
、
審
議
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

１８日�

お
お
た
か
の
森
駅
前
で

おおおおおおおおおおおおおおおお
しししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
でででででででででででででででで
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいい

お
し
ゃ
れ
で
楽
し
い

サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア　

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

南
口
広
場
を
会
場
に
、
同

駅
開
業
１
周
年
を
記
念
し

「
駅
コ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

�
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
２
０
０
６
�」を
開
催
し

ま
す
。

　

会
場
は
、
お
し
ゃ
れ
な

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
。
約
１

０
０
０
席
の
い
す
と
テ
ー

ブ
ル
を
設
け
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
、

ス
イ
ー
ツ
や
軽
食
な
ど
を

用
意
し
て
、
く
つ
ろ
ぎ
の

場
所
と
時
間
を
提
供
し
ま

す
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
柏
市
立
柏
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
、
ジ
ャ

ズ
・
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

辺
り
を
闇
が
包
む
こ
ろ

に
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
置

か
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火

を
灯
し
、
真
夏
の
夜
に
幻

想
的
な
光
空
間
を
つ
く
り

上
げ
ま
す
。
一
日
限
り
の

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

18

　

時
〜　

時　

分
※
雨
天

16

20

40

決
行
▽
場
所
＝
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
南
口
広
場
▽

内
容
＝
別
表
の
と
お
り
※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
来
場
に
は
電
車
や
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

１９日�
流山花火大会

必必必必必必必必必必必必必必必必
見見見見見見見見見見見見見見見見
ナナナナナナナナナナナナナナナナ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
アアアアアアアアアアアアアアアア
ガガガガガガガガガガガガガガガガ
ララララララララララララララララ

必
見
ナ
イ
ア
ガ
ラ　

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ
５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００００００００００５００

三
郷
花
火
大
会
と
同
時
開
催

　

流
山
の
夏
の
風
物
詩「
第

　

回
流
山
花
火
大
会
」（
同

30実
行
委
員
会
主
催
）
が
８

月　

日
�
に
江
戸
川
堤
で

19
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

40

念
し
て
行
わ
れ
る
今
回
の

花
火
大
会
は
、
約
３
５
０

０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
に
、

と
う
ろ
う
流
し
、
そ
し
て

関
東
最
大
級
と
な
る
約
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ
ア

ガ
ラ
仕
掛
け
花
火
な
ど
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
場
へ
は
、
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か
ら
流

山
駅
東
口
ま
で
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
臨
時
運
行
さ

れ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

19

　

時　

分
〜　

時　

分
※

18

45

20

30

雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

８
月　

日
�
に
延
期
▽
場

26

所
＝
流
山
１
〜
３
丁
目
地

先
の
江
戸
川
堤

　

※
当
日　

時
か
ら　

時

18

21

　

分
ま
で
、
会
場
周
辺
で

30道
路
規
制
（
別
図
参
照
）

総
武

流
山
電
鉄

J
R
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エク

ス
プ
レ
ス

※�　
�

は�通�行�止�

至松戸 

至新松戸駅 
至三郷中央駅 

至
鰭
ケ
崎
駅

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至流山おおたかの森駅 

流
山
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

本�
会�
大�

部�

消�
防�
署� 

県�
道�
松�
戸�
野�
田�
線�  

至野田 

流山駅 

平和台駅 

市�役�所�

 

江�
戸�
川�

江�
戸�
川� 

江�
戸�
川� 

流�
山�
橋� 

花火大会道路交通規制�

南
流
山
駅
 

至三郷駅至三郷駅 至三郷駅 

が
あ
り
ま
す

　

□問
 

流
山
花
火
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局

　

流
山
市
商
工
会
�
７
１

５
８
―
６
１
１
１
／
市
役

所
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

・B席（土手下段平場）
・C席（土手斜面）
※各席１人１,０００円、特製
ダンボールいす付き、全
席自由、先着順

□問 実行委員会事務局

有料観覧席販売中

　名都借香取神社の子どもみこしが２０年振りに
復活…７月２５日、地域の子どもたち８０人が参加
して子どもみこしが名都借と西松ケ丘地区を練
り歩きました。名都借自治会（葛葉實会長）の
主催で、近隣自治会や地元消防団などの協力を
得て行われたものです。当日は、揃いのはっぴ
姿で元気にみこしを担ぐ子どもたちに、沿道か
ら惜しみない拍手と声援が送られていました。

オープンカフェ

テレホンサービス（テープによる案内）
�７１５８－６１１４
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平成１８年８月１５日（火曜日）　　　（　）２第１１２０号
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市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
施
設
等
を
よ
り
効
果
的
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
宅
等
の

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
蔵
書
検
索
や
資
料
の
貸
し
出
し
予
約
な
ど
が
で
き
る
「
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
を　

月
か
ら
、
ま
た
、
障
害
等
を
お
持
ち
の
方
で
図
書
館
に
来
館

１０

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
資
料
の
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
９
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図書館
特集

図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書
のののののののののののののの
検検検検検検検検検検検検検検
索索索索索索索索索索索索索索
・・・・・・・・・・・・・・
予予予予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約約約約
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど

図
書
の
検
索
・
予
約
な
ど

　

月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
で

１０

�
　

市
立
図
書
館
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
蔵
書
の
検
索
や
図
書
等

の
貸
し
出
し
予
約
な
ど
が

で
き
る
「
情
報
提
供
サ
ー 

ビ
ス
」
を　

月
か
ら
始
め

１０

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
可
能
な
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ

て
、
読
み
た
い
図
書
等
の

　

月
か
ら
ス
タ
ー
ト

１０情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

資
料
が
あ
る
か
検
索
を
し

た
り
、
資
料
の
貸
し
出
し

予
約
・
取
り
消
し
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
従
来
ど
お
り

「
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
」

に
よ
る
窓
口
で
の
貸
し
出

し
予
約
も
行
い
ま
す
。

　

◇　

月
か
ら
は
蔵
書
の

１０

検
索
が
ご
自
宅
か
ら
も

　

市
立
図
書
館
が
所
蔵
す

る
資
料
に
、
お
探
し
の
図

書
等
が
あ
る
か
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

◇　

月
か
ら
は
資
料
の

１１

貸
し
出
し
予
約
・
取
り
消

し
も

　

市
立
図
書
館
が
所
蔵
す

る
資
料
の
貸
し
出
し
予
約

や
予
約
の
取
り
消
し
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
読
み
た

い
資
料
の
貸
し
出
し
予
約

件
数
や
ご
自
分
が
予
約
し

て
い
る
内
容
な
ど
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
資
料
の
貸
し
出
し

予
約
・
取
り
消
し
を
利
用

｢
｣

す
る
に
は 
パ
ス
ワ
ー
ド 

の
登
録
が
必
要
で
す
。　
１０

月
１
日
か
ら
登
録
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

各
図
書
館
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
市
民
以

外
の
利
用
者
は
登
録
で
き

ま
せ
ん
）。

　

※
パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録

受
け
付
け
が
集
中
し
、
機

械
処
理
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

実
際
に
貸
し
出
し
予
約
・

取
り
消
し
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
の
は　

月
初
旬
ご

１１

ろ
の
予
定
で
す

�
　

こ
れ
ま
で
各
図
書
館
に

設
置
し
て
い
た
館
内
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
（
資
料
検
索
機
）
も

操
作
が
簡
単
で
分
か
り
や

館
内
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ（
資
料

検
索
機
）も
充
実

す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
検
索
機
か

ら
も
資
料
の
貸
し
出
し
予

約
・
取
り
消
し
、
予
約
状

況
の
確
認
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

※
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
貸

し
出
し
予
約
・
取
り
消
し

に
も
、
前
記
「
パ
ス
ワ
ー

ド
」
が
必
要
で
す

�
　

市
内
の
各
図
書
館
内 

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
「
資
料
検
索

用
パ
ソ
コ
ン
」
を
設
置
し

ま
す
。

　

お
探
し
の
資
料
が
市
立

図
書
館
に
な
い
場
合
、
他

市
の
図
書
館
等
が
所
蔵
す

る
資
料
の
検
索
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

他
市
の
図
書
館
資
料
等

検
索
用
パ
ソ
コ
ン
設
置

　

市
内
の
地
域
や
グ
ル
ー

プ
、
施
設
な
ど
に
よ
る
自

主
的
な
読
書
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
図
書
等
を
一

度
に
１
０
０
冊
ま
で
貸
し

出
し
す
る
「
団
体
貸
し
出

し
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
場
合
、
図
書
等

の
貸
し
出
し
期
間
が
２
週

間
以
内
と
な
り
ま
す
が
、

団
体
貸
し
出
し
制
度
を
利

用
し
た
場
合
は
、
期
間
が

原
則
１
カ
月
以
内
と
な
り
、

余
裕
を
持
っ
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
月
ご
と
に

テ
ー
マ
を
設
け
て
読
書
す

る
な
ど
、
地
域
や
施
設
な

ど
で
の
読
書
・
研
究
活
動

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
団
体
貸
し
出
し
制
度

｢

の
利
用
に
は
、 

団
体
利

｣

用
カ
ー
ド 
の
登
録
が
必
要

で
す
。
各
図
書
館
に
設
置｣

の
「
団
体
利
用
申
込
票 

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

図
書
館
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
利
用
で
き
る
方
＝
お

お
む
ね　

人
以
上
の
市
民

１０

で
構
成
す
る
団
体
、
施
設

な
ど
▽
図
書
の
貸
し
出
し

冊
数
＝
月
１
回
１
０
０
冊

以
内
▽
貸
し
出
し
期
間
＝

原
則
１
カ
月
以
内
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

一
度
に

冊
ま
で

一
度
に　

冊
ま
で

１００１００

団
体
貸
し
出
し
制
度
の
ご
利
用
を

団
体
貸
し
出
し
制
度
の
ご
利
用
を

江戸川大学

図
書
館
を
無
料
開
放

蔵
書
数
は
約　

万
冊

２０

　

市
と
江
戸
川
大
学
（
駒

木
）の
相
互
協
力
に
よ
り
、

昨
年
４
月
か
ら
「
市
立
図

｣

書
館 
と
「
江
戸
川
大
学

｣

総
合
情
報
図
書
館 
が
、

共
通
の
利
用
カ
ー
ド
で
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
現
在
、
市
立

図
書
館
と
同
大
学
図
書
館

の
共
通
利
用
登
録
者
数
は

４
２
４
人
。「
市
立
図
書

館
に
な
い
専
門
図
書
な
ど

も
あ
り
、
便
利
に
利
用
し

て
い
ま
す
」と
の
声
も
。同

大
学
図
書
館
の
利
用
を
ご

希
望
の
方
は
、
市
の
各
図

書
館
窓
口
に
「
市
立
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
」
を
持
参

の
上
、
登
録
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
市
立
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
を
新
規
登
録
す

る
方
は
、
住
所
が
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
）。

　

同
大
学
図
書
館
の
利
用

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

▽
利
用
で
き
る
方
＝
市

内
在
住
の
登
録
者
（
高
校

生
以
上
）
▽
利
用
時
間
＝

月
〜
金
曜
…
９
時
〜　

時
１９

（
長
期
休
暇
期
間
中
は　
１７

時
ま
で
）、土
曜
…
９
時
〜

　

時
※
日
曜
、
祝
日
等
は

１４休
館
。
蔵
書
の
検
索
は
、

h
ttp
:

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（ 
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w
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.

   
 
 
   
  
  
   
  

a
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/
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）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。夏
季
休
館
日
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　より便利で親しまれる図書館を目指して

９
月
か
ら

ス
タ
ー
ト

�

　

図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

来
館
が
困
難
な
方
を
対
象
に

　

９
月
か
ら
、
図
書
館
資｣

料
の
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
す
。

　

心
身
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
や
妊
娠
中
の
方
な
ど

で
図
書
館
に
来
館
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
を
対
象

に
、
図
書
館
が
所
蔵
す
る

資
料
等
を
自
宅
ま
で
無
料

で
配
達
・
回
収
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、
図
書
館
に
登

録
が
必
要
で
す
。
９
月
１

日
か
ら
登
録
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
の
で
、
電
話

で
申
し
込
む
か
、
代
理
人

が
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

参
の
上
、
お
近
く
の
図
書

｢

館
に
来
館
し
、 

流
山
市

立
図
書
館
資
料
宅
配
サ
ー

｣

ビ
ス
利
用
申
込
書 
に
必 

要
事
項
を
記
入
し
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
利
用
で
き
る
方
】

　

市
内
に
居
住
し
、
次
の

要
件
（
①
〜
④
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
の
方
。

　

②
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
。

　

③
妊
娠
中
ま
た
は
乳
児

を
養
育
し
て
い
る
方
。

　

④
自
宅
で
１
カ
月
以
上

の
療
養
を
し
て
い
る
方
。

　

【
資
料
の
申
込
方
法
】

　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

登
録
後
に
、
読
み
た
い
図

書
な
ど
の
資
料
名
を
電
話

ま
た
は
文
書
で
図
書
館
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

【
宅
配
日
】

　

宅
配
日
は
毎
週
水
曜
日

で
す
。
お
申
し
込
み
の
資

料
が
用
意
で
き
ま
し
た
ら

お
届
け
し
ま
す
が
、
宅
配

は
利
用
者
１
人
に
つ
き
、

月
１
回
と
し
ま
す
。

　

【
貸
し
出
し
資
料
等
】

　

①
図
書
（
冊
数
の
制
限

な
し
）
②
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ（
各
３
点
ま
で
）

③
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
各
１
点
）
で
す
。

　

※
閲
覧
用
の
参
考
図
書

な
ど
、
一
部
貸
し
出
し
で

き
な
い
資
料
も
あ
り
ま
す

　

【
資
料
の
貸
出
期
間
】

　

宅
配
日（
貸
し
出
し
日
）

か
ら
、
１
カ
月
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
貸
し
出
し
予

約
が
入
っ
て
い
る
資
料
お

よ
び
他
市
な
ど
か
ら
借
り

た
資
料
に
つ
い
て
は
、
２

週
間
と
な
り
ま
す
。
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

図書館の休館等のお知らせ
　情報提供サービスのシステム導入準備と蔵書の総点検のため、
９月１６日�から９月３０日�まで図書館（全館）を休館します。
　また、各分館および駅前に設置の図書返却ボックスについて
は、９月１５日�１５時から１０月１日�１０時まで閉鎖します。
　さらに、移動図書館「わかば号」は車両整備のため、９月中
休館となります。ご理解・ご協力をお願いします。

─　借りられる冊数などが増えます─
　図書館の休館および返却ボックスの閉鎖、移動図書館「わか
ば号」の休館に伴い、９月１日から１５日までの間は、資料の貸
し出しを次のとおりとします。
　▽種類／貸し出し点数＝①図書／制限なし（通常どおり）②
ＣＤ・カセット／１人６点まで（通常３点まで）③ビデオ・Ｄ
ＶＤ／１人２点まで（通常１点）▽貸し出し期間＝１カ月間
（通常２週間）
　□問 中央図書館�７１５９―４６４６

Mac11 Title:広報ながれやま08/15号P1-3 Page:2  Date: 2006/08/10 Thu 17:13:21



第１１２０号（　）　　　平成１８年８月１５日（火曜日）３

場　所日　　　時

文化会館１０：００～１１：３０
９月１７日�

南流山センター１４：００～１５：３０

北部公民館１０：００～１１：３０
９月２３日�

初石公民館１４：００～１５：３０

東部公民館１０：００～１１：３０９月２４日�

自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治
基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本
条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例
策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定
にににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけ

自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け

市
民
協
議
会
に
あ
な
た
の
意
見
を

　

市
で
は
、
市
民
参
加
・

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

本
市
と
し
て
の
自
治
運
営

の
基
本
理
念
、
市
民
・
議

会
・
行
政
の
役
割
や
協
働

の
仕
組
み
な
ど
を
定
め
る

｢
｣

 
自
治
基
本
条
例 
の
策
定

を
目
指
し
、
昨
年　

月
に

１０

自
治
基
本
条
例
策
定
市
民

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

市
民
協
議
会
で
は
、
条

例
の
原
案
作
成
に
向
け
て

市
と
協
定
を
締
結
し
、
現

在
、
具
体
的
な
原
案
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
協
議
会
の
会
員
が
ま

ち
へ
出
向
き
、
多
く
の
市

民
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
案
を
練
り
上
げ
て
い
く

Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン

ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）
の
手
法

を
用
い
て
い
ま
す
。
７
月

　

日
か
ら
８
月
６
日
に
か

２４け
、
自
治
会
の
役
員
を
対

象
に
行
っ
た
計　

回
の
Ｐ

１０

Ｉ
で
は
、
延
べ
１
０
１
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中

心
と
し
た
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
協
議
会
で
は
、
今

後
も
多
く
の
場
所
で
Ｐ
Ｉ

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
９
月
に
開
催
さ

れ
る
「
地
区
Ｐ
Ｉ
」
は
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
行
い
ま
す
（
別
表
参

照
）。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

�
　

８
月
、
９
月
に
市
民
協

議
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍

聴
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�
、

１９

９
月　

日
�
▽
時
間
＝
９

１６

時　

分
〜
▽
場
所
＝
文
化

３０
会
館

�
　

自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
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�������
�������

市
民
協
議
会

市
民
協
議
会

８
月
８
月
、、９
月
に
開
催

９
月
に
開
催

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

ご
意
見
を
募
集

ご
意
見
を
募
集

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
企
画
政
策

課
ま
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

k
ik

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（ 
  

a
k
u
k
e
ie
i@
city
.n
a
g

 
 
 
 
 
  
  
    
  
 
 
 

a
re
y
a
m
a
.ch
ib
a
.jp

 
  
 
 
 
 
   
  
 
   

）

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご

意
見
は
す
べ
て
市
民
協
議

会
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
開
し
ま
す
。
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
／
�
７

１
５
０
―
０
１
１
１

　

８
月　

日
開
会
予
定
の

３１

平
成　

年
流
山
市
議
会
第

１８

３
回
定
例
会
か
ら
、
本
会

議
で
の
議
論
の
模
様
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
会
議
の

審
議
の
様
子
は
議
場
で
傍

聴
す
る
か
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
に
設
置
の
テ
レ
ビ
で
視

聴
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
で
き
る
ご
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
も

中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
こ
れ
は
、
ご
家
庭
へ

の
パ
ソ
コ
ン
普
及
に
伴
い
、

よ
り
開
か
れ
た
透
明
性
の

高
い
議
会
の
情
報
提
供
を

目
的
に
、
本
会
議
の
生
中

継
と
録
画
中
継
を
行
う
も

の
で
す
。

　

ア
ク
セ
ス
方
法
は
、
市

｢

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
ト
ッ
プ

｣
｢

ペ
ー
ジ 
で
、 

市
議
会
の

｣

ペ
ー
ジ 
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

『
議
会
中
継
』を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。※
対
応
Ｏ

Ｓ
はW

in
d
ow
s98/M

e
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で
す

　

□問
 

議
会
事
務
局
�
７
１

５
０
―
６
０
９
９

市
役
所
第
２
庁
舎
な
ど

事
務
室
を
一
部
移
転

　

市
役
所
第
２
・
３
庁
舎

の
一
部
の
部
署（
事
務
室
）

を
、
８
月
末
に
第
１
庁
舎

等
へ
移
転
し
ま
す
（
別
表

参
照
）。

　

こ
の
移
転
は
、
第
２
庁

舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た

結
果
、
構
造
耐
震
指
標
の

目
標
値
を
満
た
し
て
い
な

い
た
め
行
う
も
の
で
す
。

移
転
作
業
は
、
８
月　

日
２５

�
か
ら　

日
�
を
予
定
し

２７

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
庁
舎
の
残

り
の
部
署
に
つ
い
て
は
、

当
初
、
平
成　

年
３
月
に

１９

移
転
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
年
８
月
の
移
転

で
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

　

江
戸
川
左
岸
流
域
下
水

道
の
管
渠
で
あ
る
野
田
幹

線
に
つ
い
て
、
一
部
の
位

置
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
変

更
案
を
作
成
す
る
上
で
の

参
考
と
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
素
案
の
縦
覧
と
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
聴
会
で
公
述

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
知

事
あ
て
に
事
前
の
申
出
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
公
述
人
が
い
な

い
場
合
に
は
、
公
聴
会
は

開
催
し
ま
せ
ん
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
　

▽
縦
覧
期
間
＝
８
月　
１５

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

２９

曜
を
除
く
）
▽
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
場
所
＝
市
下

１７

水
道
建
設
課
、
県
下
水
道

課

素
案
の
縦
覧

�
　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１６

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
傍
聴
申
し
込
み
＝
当
日

会
場
で
受
け
付
け
※
先
着

順
の
た
め
、
満
員
の
場
合

は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

　

【
公
述
の
申
出
等
】

　

▽
資
格
＝
市
内
に
住
所

公　

聴　

会

の
あ
る
方（
法
人
を
含
む
）

お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る

方
▽
申
出
方
法
＝
市
下
水

道
建
設
課
お
よ
び
県
下
水

道
課
で
配
付
の
公
述
申
出

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
公
聴
会
で
述
べ
よ
う

と
す
る
意
見
の
要
旨
（
８

０
０
字
以
内
）を
添
付
し
、

８
月　

日
（
消
印
有
効
）

２９

ま
で
に
〒
２
６
０
―
８
６

６
７
千
葉
県
下
水
道
課
ま

た
は
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
下
水
道
建

設
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

▽
公
述
人
の
選
定
＝
多
数

抽
選
（
公
述
し
て
い
た
だ

く
方
に
は
、
ご
本
人
に
通

知
し
ま
す
）
※
公
聴
会
の

後
、
公
述
さ
れ
た
意
見
の

要
旨
と
そ
の
意
見
に
対
す

る
県
の
考
え
方
を
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
　

□問
 

市
下
水
道
建
設
課
�

７
１
５
０
―
６
０
９
７
／

県
下
水
道
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―
３
３
５
５

江戸川左岸
流域下水道

都
市
計
画
を
一
部
変
更

素
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
開
催

現
況
届
は
９
月　

日
ま
で
に

１１

｢

　

国
の
手
当
で
あ
る 
特

｣
｢

別
児
童
扶
養
手
当 
、 

特

別
障
害
者
手
当
」、「
障
害

｢

児
福
祉
手
当
」、 

経
過
措

｣

置
福
祉
手
当 
を
受
け
て 

い
る
方
を
対
象
に
、
所
得

状
況
届
（
現
況
届
）
の
提

出
を
９
月　

日
ま
で
受
け

１１

付
け
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
た
場
合
、

こ
と
し
８
月
分
か
ら
来
年

７
月
分
ま
で
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方

に
は
、
既
に
郵
送
で
関
係

書
類
の
提
出
に
つ
い
て
通

知
し
ま
し
た
。

　

▽
提
出
書
類
＝
①
所
得

状
況
届
（
現
況
届
）
②
特

別
児
童
扶
養
手
当
証
書

（
受
給
者
の
み
）
③
別
居

監
護
申
立
書
（
該
当
者
の

み
）
④
年
金
支
払
通
知
書

（
年
金
受
給
者
の
み
）
⑤

平
成　

年
度
（
平
成　

年

１８

１７

中
の
所
得
）
の
所
得
証
明

書
（
平
成　

年
１
月
２
日

１８

以
降
に
転
入
し
た
方
の
み
）

▽
提
出
期
限
等
＝
９
月　
１１

日
�
ま
で
に
障
害
者
支
援

課
へ

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

「地区ＰＩ」の日程

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継

９
月
定
例
市
議
会
か
ら

９
月
定
例
市
議
会
か
ら

第３庁舎へ移転

道路管理課

道路建設課

河川課

第１庁舎３階へ移転農業委員会

第２庁舎から移転する部署

第１庁舎２階へ移転
商工課

農政課

第３庁舎から移転する部署

県道　柏・流山線�

第3庁舎�

第2庁舎� 第1庁舎�

第4�
庁舎�

至柏�

第5�
庁舎�

来庁者�
第2駐車場� 来庁者第1駐車場� 公園�

至
野
田�
至
松
戸�

流
山
駅�

県
道
　
松
戸
・
野
田
線�

市役所庁舎の配置図

���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������

屋外広告物の設置屋外広告物の設置
市と協議・申請を市と協議・申請を

　看板などの屋外広告物は、会社等の所在や商品情
報などを伝達する身近な手段です。しかし、広告物
の無秩序な設置は街の景観を損ねると共に、交通の
障害となる場合があります。市では、定期的にパト
ロールを実施し、千葉県屋外広告物条例により違反
広告物の撤去や指導を行っています。
　屋外広告物は、市と協議・申請を行い、許可を受
けてから設置してください。既に設置している広告
物で許可を受けていない場合も、同様の手続きをお
願いします。※許可の対象とならない広告物もあり
ます。詳細は問い合わせを　　
　□問 道路管理課�７１５０―６０９３

特
別
児
童
扶
養
手
当
特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
経
過
措
置
福
祉
手
当
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�
�
�
�
�
�
�
�
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夏
休
み
に
親
子
で

安
全
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
５
日
・
６
日
、
清

水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

で
「
親
子
で
学
ぼ
う
！
防

犯
・
防
災
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
が
行
わ
れ
、　

人
の

８０

親
子
連
れ
が
初
期
消
火
や

防
犯
な
ど
を
学
び
ま
し
た

＝
写
真
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ

は
、
�
流
山
青
年
会
議
所

が
主
催
し
た
も
の
。
子
ど

も
を
暴
力
か
ら
守
る
「
Ｃ

Ａ
Ｐ
講
習
」
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

防
災
工
作
教
室
、
緊
急
車

両
体
験
、
大
地
震
・
暴
風

雨
体
験
な
ど
あ
ら
ゆ
る
犯

罪
や
災
害
か
ら
身
を
守
る

実
技
や
講
習
が
い
っ
ぱ
い

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
主
催
し

た
流
山
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議

所
）
の
岩
佐
祥
一
理
事
長

は
「
こ
れ
を
機
会
に
、
参

加
し
た
方
々
か
ら
防
災
・

防
犯
の
意
識
が
周
囲
の
皆

さ
ん
へ
広
が
っ
て
い
っ
た

ら
う
れ
し
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
第
５
代
流

山
市
消
防
団
長
に
就
任
さ

れ
た
加
藤
勝
夫
さ
ん
。

　

「
祖
父
の
代
か
ら
３
代

続
い
た
消
防
団
員
の
家
に

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
」
と

い
う
加
藤
さ
ん
が
消
防
団

に
入
っ
た
の
は　

歳
の
と

１９

き
。
以
来　

年
間
、
地
域

４１

の
安
全
の
た
め
に
予
防
啓

発
を
は
じ
め
消
火
や
水
防
、

そ
し
て
災
害
時
の
た
め
の

訓
練
な
ど
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

消
防
団
も
定
員
に
満
た

な
い
時
代
。「
勤
め
人
だ
か

ら
で
き
な
い
」
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

「
私
た
ち
も
み
ん
な
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
仕
事
を
な

げ
う
っ
て
火
災
現
場
に
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
」。
ま

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
を

消
防
団
長
・
加
藤　
勝
夫
さ
ん

た
、「
税
金
を
払
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
消
防
署
で
や
れ

ば
い
い
」
と
い
う
お
話
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、「
消

防
署
は
消
火
し
た
ら
、
次

の
火
災
出
動
な
ど
に
備
え

て
す
ぐ
に
署
に
帰
っ
て
装

備
の
点
検
や
準
備
な
ど
を

し
ま
す
。
た
と
え
ば
夜
間

に
消
火
し
た
現
場
で
風
が

強
か
っ
た
ら
、
消
防
署
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
近

所
の
方
々
は
不
安
で
す
よ

ね
。
そ
こ
で
、
消
防
団
が

見
守
っ
て
い
ま
す
」
と
解

り
や
す
い
事
例
で
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

雨
で
水
位
が
上
が
っ
た

河
川
の
見
回
り
や
夏
祭
り

の
警
備
な
ど
、
自
治
会
を

は
じ
め
地
域
密
着
の
活
動

を
続
け
る
消
防
団
。「
面 

倒
だ
」
と
い
う
若
い
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
学
生
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
も
消
防
団
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９

た
。
あ
れ
か
ら　

年
、
災

１１

害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
若
い
力
が
、
一
時
的

な
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
み
ん
な
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ 

ん
。

　

新
庁
舎
と
お
お
た
か
の

森
浄
水
場
を
建
設
し
た
ば

か
り
の
水
道
局
で
は
、
今

年
度
、
災
害
時
に
備
え
、

水
を
運
ぶ
リ
ュ
ッ
ク
を
全

世
帯
分
購
入
し
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
１
６
７
の

自
治
会
の
う
ち
１
１
２
自

治
会
で
自
主
防
災
組
織 

が
、　

自
治
会
で
自
主
防

４５

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
組
織

さ
れ
、
日
々
、
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
地

域
活
動
な
ど
で
顔
見
知
り

を
増
や
し
、
気
軽
に
声
を

掛
け
合
え
る
関
係
づ
く
り

が
、
災
害
時
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

と
語
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
消
防
団
は
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
世
界
初
の
非
営

利
団
体
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
消

防
団
で
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と

き
、
日
本
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
元
年
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
多
く
の
若
者
が
被

災
地
に
入
り
活
躍
し
ま
し

営
利
組
織
の
自
己
評
価
手

法
」
の
中
で
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
と
し
て
の
消
防

団
が
日
本
に
最
初
に
で
き

た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
西

洋
に
お
い
て
、
１
６
８
０

年
代
の
ロ
ン
ド
ン
大
火
の

後
に
初
め
て
消
防
団
が
つ

く
ら
れ
た
、
そ
の
約
１
世

紀
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
偉
大
な
伝
統
は
、
非
営

利
社
会
セ
ク
タ
ー
に
強
力

な
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
」

　

経
営
学
者
と
し
て
著
名

な
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ

ッ
カ
ー
は
、そ
の
著
書「
非

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

せる街を目指して
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日
に
防
災
訓
練
を
開
催

２７
自
治
会
な
ど
が
協
力
し
東
深
井
小
で

　

活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
７
月
下
旬
に
九
州

な
ど
を
襲
っ
た
豪
雨
で
は
、
集
落
が
孤
立
す
る
な

ど
深
刻
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
集

中
豪
雨
を
は
じ
め
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
い
つ
私
た
ち
の
生
活
を
襲
っ
て
く
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
悲

惨
な
事
件
が
続
発
す
る
な
ど
天
災
、
人
災
を
問
わ

ず
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
・
安
心
が
い
ま
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
今
月　

日
、
総
合
防
災
訓
練

２７

を
行
い
ま
す
。
防
災
や
防
犯
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２７

＝
東
深
井
小
学
校

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

　

市
で
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
適
切
な
行
動
が
取
れ

れ
ま
す
。

　

▽
減
額
要
件
＝
①
現
行

た
り
床
面
積
１
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
で
、

固
定
資
産
税
額
の
２
分
の

１
が
減
額
▽
申
請
方
法
＝

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合

２
の
自
治
会
で
自
主
防
災

組
織
が
つ
く
ら
れ
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

す
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て

は
、
防
災
対
策
室
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
を
。

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

幼
児
〜
小
学
校
中
学
年
は

標
語
の
な
い
絵
画
だ
け
で

も
可
）
▽
規
格
＝
Ａ
３
〜

Ａ
２
判
の
画
用
紙
ま
た
は

ケ
ン
ト
紙
▽
締
め
切
り
＝

　

月　

日
�
▽
応
募
先
＝

１０

２０

〒
１
７
０
―
０
０
１
３
豊

島
区
東
池
袋
１
―　

―　
４２

１４

―　

山
京
ビ
ル
７
階
第　

２８

２２

回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
事
務
局　

　

□問
 

内
閣
府
災
害
予
防
担

当
参
事
官
付
�
０
３
―
３

５
０
３
―
９
３
９
４
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������
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������
������
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������
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食
品
衛
生
協
会
が

食
品
衛
生
協
会
が 

防
犯
協
力

防
犯
協
力

　

市
で
は
、
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
首
都
圏

直
下
型
地
震
に
備
え
る

た
め
、
昭
和　

年
６
月

５６

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
を
対
象
に
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
わ
が

家
が
地
震
な
ど
で
倒
壊

し
な
い
よ
う
現
状
を
把

握
し
て
災
害
時
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　

▽
診
断
方
法
＝
住
宅

の
図
面
お
よ
び
建
物
の

劣
化
状
況
を
基
に
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
診
断
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
建
築

住
宅
課
へ

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
８

無料の耐震診断を
昭和５６年６月以前の木造住宅

み
ん
な
の
力
で

　

安
全
な
街
を

井
崎
市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

（　）　　 第１１２０号５

安全で　安心して　暮らせ
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９
時
〜　

時　

分
▽
場
所

１１

３０

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

耐
震
改
修
住
宅
に
減
税

工
事
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税

る
よ
う
に
、
防
災
関
係
機

関
な
ど
の
協
力
を
得
て
８

月　

日
�
、
東
深
井
小
学

２７
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

訓
練
に
参
加
し
て
防
災

に
つ
い
て
の
知
識
と
実
践

力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ 

う
。

　

当
日
は
、
会
場
周
辺
の

自
治
会
を
は
じ
め
流
山
警

察
署
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど

の
関
係
機
関
・
団
体
が
参

加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
避
難
誘
導
訓
練
、

救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
の
案
内
、
電
気
火

災
の
防
止
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や

防
災
気
象
展
、
起
震
車
の

乗
車
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以

５７

前
の
住
宅
に
つ
い
て
、
平

成　

年
１
月
１
日
か
ら
平

１８
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２７

１２

３１

間
に
、
次
の
要
件
に
適
合

す
る
耐
震
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
の

固
定
資
産
税
額
が
減
額
さ

の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

改
修
工
事
で
あ
る
こ
と
②

１
戸
当
た
り
の
耐
震
改
修

費
用
が　

万
円
以
上
の
も

３０

の
に
限
る
▽
減
額
さ
れ
る

期
間
＝
耐
震
改
修
工
事
が

完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分

か
ら
、
工
事
完
了
時
期
に

応
じ
た
期
間
（
別
表
参
照
）

▽
減
額
の
範
囲
＝
１
戸
当

し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の

証
明
書
と
領
収
書
の
写
し

を
添
え
、
工
事
完
了
後
３

カ
月
以
内
に
資
産
税
課
に

申
告
※
証
明
書
の
発
行
は
、

建
築
士
・
指
定
住
宅
性
能

評
価
機
関
・
指
定
確
認
検

査
機
関
等
に
な
り
ま
す

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
４

　

自
主
防
災
訓
練
や
新
た

に
自
主
防
災
組
織
を
設
立

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

　

流
山
市
食
品
衛
生
協
会

（
鈴
木
清
司
会
長
）で
は
、

食
品
衛
生
に
関
す
る
講
習

会
等
の
修
了
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
マ
ー
ク
を

作
成
し
ま
し
た
＝
図
。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
防
犯

協
力
の
店
と
し
て
の
証
に

も
な
っ
て
お
り
、
夜
間
お

子
さ
ん
や
高
齢
者
の
防
犯

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
同

協
会
で
は
、
飲
食
店
や
鮮

魚
・
精
肉
・
牛
乳
店
、
菓

子
製
造
・
ス
ー
パ
ー
な
ど

が
保
健
所
と
協
力
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

□問
 

同
協
会（
商
工
会
内
）

�
７
１
５
８
―
６
１
１
１

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

救
援
方
法
な
ど
を
学
ぶ
講
座

　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
推
進
委
員
会
で
は
、
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２７

〜　

日
�
、　

月　

日
�

２９

１０

２３

▽
場
所
＝
千
葉
市
消
防
局
、

県
消
防
学
校
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
※
い
ず
れ
も
千

葉
市
▽
対
象
／
定
員
＝
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

希
望
す
る
県
内
在
住
・
在

勤
者
／　

人
▽
参
加
費
＝

４０

１
万
３
９
０
０
円
（
学
生

は
９
９
０
０
円
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員

会
へ

　

□問
 

同
推
進
委
員
会
事
務

局
�
０
３
―
３
５
８
４
―

４
０
８
５

�
　

内
閣
府
等
で
は
、
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
テ
ー
マ
＝
地
震
・
津

波
・
火
山
噴
火
・
台
風
・

豪
雨
・
豪
雪
な
ど
自
然
災

害
を
対
象
に
し
た「
防
災
」

に
関
す
る
も
の
で
、
標
語

を
入
れ
た
個
人
の
作
品
で

未
発
表
の
も
の（
た
だ
し
、
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�������

防
災
ポ
ス
タ
ー

防
災
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル

自
主
防
災
組
織
を

各
地
域
で
盛
ん
な
自
主
防
災
訓
練

　

８
月　

日
に
東
深
井
小

２７

学
校
で
行
う
総
合
防
災
訓

練
の
他
に
も
、　

月
に
長

１０

崎
小
学
校
で
行
う
八
木
地

区
自
治
会
連
合
会
の
自
主

防
災
訓
練
や
、　

月
に
平

１１

和
台
２
号
公
園
で
行
う
周

辺
４
自
治
会
連
合
の
自
主

防
災
訓
練
な
ど
、
各
自
治

会
な
ど
で
自
主
的
に
防
災

訓
練
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
内
で

組
織
さ
れ
て
い
る
「
自
主

防
災
組
織
」
で
す
。

　

現
在
、
流
山
市
で
は
、

１
６
７
自
治
会
中
、
１
１

パレードで交通安全を呼び掛け
　

夏
の
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

や
交
通
安
全
・
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
夏
休
み
最

初
の
土
曜
と
な
っ
た
７
月

　

日
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

２２ー
流
山
店
を
メ
イ
ン
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

千
葉
県
警
白
バ
イ
隊
や

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
（
大

型
オ
ー
ト
バ
イ
）
な
ど　
２３

台
編
成
の
パ
レ
ー
ド
が
南

流
山
駅
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
井
崎
市
長
も
流
山
交

通
安
全
協
会
（
小
高
弘
会

長
）
や
流
山
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
（
矢
口

一
郎
会
長
）、流
山
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協

議
会
（
窪
田
明
会
長
）

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
オ

ー
プ
ン
カ
ー
２
台
に
分

乗
し
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
パ
レ
ー

ド
後
、会
場
で
は
、白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
へ

の
体
験
乗
車
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
、
模

擬「
ひ
っ
た
く
り
事
件
」

実
演
、
流
山
自
転
車
商

組
合（
富
塚
庸
雄
代
表
）

に
よ
る
自
転
車
の
無
料

点
検
、
流
山
警
察
署
に

よ
る
交
通
事
故
や
犯
罪

の
発
生
状
況
に
つ
い
て

の
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ひ
っ
た
く
り
の
実
演
も

事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

非
常
持
出
品
の
準
備
を

最
低
限
そ
ろ
え
て
お
き
た
い
も
の

　

非
常
持
出
品
は
、
家
族

構
成
を
考
え
て
用
意
し
、

避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出
せ

る
場
所
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
非
常
持
出
品
は
、

災
害
発
生
時
に
最
初
に
持

ち
出
す
「
非
常
持
出
品
」

と
、
災
害
か
ら
復
旧
す
る

ま
で
の
数
日
間
を
支
え
る

「
非
常
備
蓄
品
」
と
、
脱

出
や
初
期
消
火
な
ど
の
た

め
の
「
災
害
対
応
品
」
を

分
け
て
用
意
す
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。
次
の
チ

ェ
ッ
ク
表
は
ひ
と
つ
の
目

安
で
す
が
、
乳
幼
児
や
要

介
護
者
、
妊
婦
な
ど
ご
家

族
の
構
成
に
よ
っ
て
哺
乳

び
ん
や
補
助
具
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ご
家
族
で

話
し
合
っ
て
準
備
を
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

※減額期間は工事が完了した年の翌年度分から

減額期間工事完了時期

３年間平成１８年１月１日
～平成２１年１２月３１日

２年間平成２２年１月１日
～平成２４年１２月３１日

１年間平成２５年１月１日
～平成２７年１２月３１日

非常時持出品リスト
非常の際、すぐに持ち出せるようにリュックサッ
クに詰め、目の付きやすい場所に。

非常食（カンパンなど火を通さないで食べられるもの）
懐中電灯飲料水
予備電池携帯ラジオ
衣類雨具
マッチやライター救急セット

ティッシュペーパー 
食品包装用ラップフィルム

備蓄品リスト
災害復旧までの生活を支えるもので、食料や飲料
水は３日分は用意。

非常食（米は必ず用意）
飲料水（1日1人３リットルを目安に）

固形燃料簡易ガスコンロ
コップ割りばし

災害対応品リスト
倒壊した家屋から脱出したり、初期消火のために
用意。

ハンマーおの
のこぎりスコップ
防水シートバール
バケツ消火器

水のくみ置き

　流山市の公共プールは、すべて安全確認済みです。また、市民プール（流山・北部・東部）およびコミュニティプラザのプールの監視員は、

全員救助訓練を受けていますので、安心してご利用ください。
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平成１８年８月１５日（火曜日）　　　（　）４

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夏
休
み
に
親
子
で

安
全
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
５
日
・
６
日
、
清

水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

で
「
親
子
で
学
ぼ
う
！
防

犯
・
防
災
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
が
行
わ
れ
、　

人
の

８０

親
子
連
れ
が
初
期
消
火
や

防
犯
な
ど
を
学
び
ま
し
た

＝
写
真
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ

は
、
�
流
山
青
年
会
議
所

が
主
催
し
た
も
の
。
子
ど

も
を
暴
力
か
ら
守
る
「
Ｃ

Ａ
Ｐ
講
習
」
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

防
災
工
作
教
室
、
緊
急
車

両
体
験
、
大
地
震
・
暴
風

雨
体
験
な
ど
あ
ら
ゆ
る
犯

罪
や
災
害
か
ら
身
を
守
る

実
技
や
講
習
が
い
っ
ぱ
い

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
主
催
し

た
流
山
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議

所
）
の
岩
佐
祥
一
理
事
長

は
「
こ
れ
を
機
会
に
、
参

加
し
た
方
々
か
ら
防
災
・

防
犯
の
意
識
が
周
囲
の
皆

さ
ん
へ
広
が
っ
て
い
っ
た

ら
う
れ
し
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
第
５
代
流

山
市
消
防
団
長
に
就
任
さ

れ
た
加
藤
勝
夫
さ
ん
。

　

「
祖
父
の
代
か
ら
３
代

続
い
た
消
防
団
員
の
家
に

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
」
と

い
う
加
藤
さ
ん
が
消
防
団

に
入
っ
た
の
は　

歳
の
と

１９

き
。
以
来　

年
間
、
地
域

４１

の
安
全
の
た
め
に
予
防
啓

発
を
は
じ
め
消
火
や
水
防
、

そ
し
て
災
害
時
の
た
め
の

訓
練
な
ど
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

消
防
団
も
定
員
に
満
た

な
い
時
代
。「
勤
め
人
だ
か

ら
で
き
な
い
」
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

「
私
た
ち
も
み
ん
な
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
仕
事
を
な

げ
う
っ
て
火
災
現
場
に
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
」。
ま

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
を

消
防
団
長
・
加
藤　
勝
夫
さ
ん

た
、「
税
金
を
払
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
消
防
署
で
や
れ

ば
い
い
」
と
い
う
お
話
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、「
消

防
署
は
消
火
し
た
ら
、
次

の
火
災
出
動
な
ど
に
備
え

て
す
ぐ
に
署
に
帰
っ
て
装

備
の
点
検
や
準
備
な
ど
を

し
ま
す
。
た
と
え
ば
夜
間

に
消
火
し
た
現
場
で
風
が

強
か
っ
た
ら
、
消
防
署
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
近

所
の
方
々
は
不
安
で
す
よ

ね
。
そ
こ
で
、
消
防
団
が

見
守
っ
て
い
ま
す
」
と
解

り
や
す
い
事
例
で
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

雨
で
水
位
が
上
が
っ
た

河
川
の
見
回
り
や
夏
祭
り

の
警
備
な
ど
、
自
治
会
を

は
じ
め
地
域
密
着
の
活
動

を
続
け
る
消
防
団
。「
面 

倒
だ
」
と
い
う
若
い
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
学
生
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
も
消
防
団
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９

た
。
あ
れ
か
ら　

年
、
災

１１

害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
若
い
力
が
、
一
時
的

な
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
み
ん
な
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ 

ん
。

　

新
庁
舎
と
お
お
た
か
の

森
浄
水
場
を
建
設
し
た
ば

か
り
の
水
道
局
で
は
、
今

年
度
、
災
害
時
に
備
え
、

水
を
運
ぶ
リ
ュ
ッ
ク
を
全

世
帯
分
購
入
し
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
１
６
７
の

自
治
会
の
う
ち
１
１
２
自

治
会
で
自
主
防
災
組
織 

が
、　

自
治
会
で
自
主
防

４５

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
組
織

さ
れ
、
日
々
、
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
地

域
活
動
な
ど
で
顔
見
知
り

を
増
や
し
、
気
軽
に
声
を

掛
け
合
え
る
関
係
づ
く
り

が
、
災
害
時
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

と
語
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
消
防
団
は
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
世
界
初
の
非
営

利
団
体
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
消

防
団
で
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と

き
、
日
本
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
元
年
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
多
く
の
若
者
が
被

災
地
に
入
り
活
躍
し
ま
し

営
利
組
織
の
自
己
評
価
手

法
」
の
中
で
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
と
し
て
の
消
防

団
が
日
本
に
最
初
に
で
き

た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
西

洋
に
お
い
て
、
１
６
８
０

年
代
の
ロ
ン
ド
ン
大
火
の

後
に
初
め
て
消
防
団
が
つ

く
ら
れ
た
、
そ
の
約
１
世

紀
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
偉
大
な
伝
統
は
、
非
営

利
社
会
セ
ク
タ
ー
に
強
力

な
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
」

　

経
営
学
者
と
し
て
著
名

な
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ

ッ
カ
ー
は
、そ
の
著
書「
非

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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せる街を目指して
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日
に
防
災
訓
練
を
開
催

２７
自
治
会
な
ど
が
協
力
し
東
深
井
小
で

　

活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
７
月
下
旬
に
九
州

な
ど
を
襲
っ
た
豪
雨
で
は
、
集
落
が
孤
立
す
る
な

ど
深
刻
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
集

中
豪
雨
を
は
じ
め
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
い
つ
私
た
ち
の
生
活
を
襲
っ
て
く
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
悲

惨
な
事
件
が
続
発
す
る
な
ど
天
災
、
人
災
を
問
わ

ず
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
・
安
心
が
い
ま
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
今
月　

日
、
総
合
防
災
訓
練

２７

を
行
い
ま
す
。
防
災
や
防
犯
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２７

＝
東
深
井
小
学
校

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

　

市
で
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
適
切
な
行
動
が
取
れ

れ
ま
す
。

　

▽
減
額
要
件
＝
①
現
行

た
り
床
面
積
１
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
で
、

固
定
資
産
税
額
の
２
分
の

１
が
減
額
▽
申
請
方
法
＝

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合

２
の
自
治
会
で
自
主
防
災

組
織
が
つ
く
ら
れ
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

す
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て

は
、
防
災
対
策
室
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
を
。

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

幼
児
〜
小
学
校
中
学
年
は

標
語
の
な
い
絵
画
だ
け
で

も
可
）
▽
規
格
＝
Ａ
３
〜

Ａ
２
判
の
画
用
紙
ま
た
は

ケ
ン
ト
紙
▽
締
め
切
り
＝

　

月　

日
�
▽
応
募
先
＝

１０

２０

〒
１
７
０
―
０
０
１
３
豊

島
区
東
池
袋
１
―　

―　
４２

１４

―　

山
京
ビ
ル
７
階
第　

２８

２２

回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
事
務
局　

　

□問
 

内
閣
府
災
害
予
防
担

当
参
事
官
付
�
０
３
―
３

５
０
３
―
９
３
９
４

�������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

食
品
衛
生
協
会
が

食
品
衛
生
協
会
が 

防
犯
協
力

防
犯
協
力

　

市
で
は
、
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
首
都
圏

直
下
型
地
震
に
備
え
る

た
め
、
昭
和　

年
６
月

５６

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
を
対
象
に
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
わ
が

家
が
地
震
な
ど
で
倒
壊

し
な
い
よ
う
現
状
を
把

握
し
て
災
害
時
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　

▽
診
断
方
法
＝
住
宅

の
図
面
お
よ
び
建
物
の

劣
化
状
況
を
基
に
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
診
断
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
建
築

住
宅
課
へ

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
８

無料の耐震診断を
昭和５６年６月以前の木造住宅

み
ん
な
の
力
で

　

安
全
な
街
を

井
崎
市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

（　）　　 第１１２０号５

安全で　安心して　暮らせ
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９
時
〜　

時　

分
▽
場
所

１１

３０

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

耐
震
改
修
住
宅
に
減
税

工
事
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税

る
よ
う
に
、
防
災
関
係
機

関
な
ど
の
協
力
を
得
て
８

月　

日
�
、
東
深
井
小
学

２７
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

訓
練
に
参
加
し
て
防
災

に
つ
い
て
の
知
識
と
実
践

力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ 

う
。

　

当
日
は
、
会
場
周
辺
の

自
治
会
を
は
じ
め
流
山
警

察
署
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど

の
関
係
機
関
・
団
体
が
参

加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
避
難
誘
導
訓
練
、

救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
の
案
内
、
電
気
火

災
の
防
止
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や

防
災
気
象
展
、
起
震
車
の

乗
車
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以

５７

前
の
住
宅
に
つ
い
て
、
平

成　

年
１
月
１
日
か
ら
平

１８
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２７

１２

３１

間
に
、
次
の
要
件
に
適
合

す
る
耐
震
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
の

固
定
資
産
税
額
が
減
額
さ

の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た

改
修
工
事
で
あ
る
こ
と
②

１
戸
当
た
り
の
耐
震
改
修

費
用
が　

万
円
以
上
の
も

３０

の
に
限
る
▽
減
額
さ
れ
る

期
間
＝
耐
震
改
修
工
事
が

完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分

か
ら
、
工
事
完
了
時
期
に

応
じ
た
期
間
（
別
表
参
照
）

▽
減
額
の
範
囲
＝
１
戸
当

し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の

証
明
書
と
領
収
書
の
写
し

を
添
え
、
工
事
完
了
後
３

カ
月
以
内
に
資
産
税
課
に

申
告
※
証
明
書
の
発
行
は
、

建
築
士
・
指
定
住
宅
性
能

評
価
機
関
・
指
定
確
認
検

査
機
関
等
に
な
り
ま
す

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
４

　

自
主
防
災
訓
練
や
新
た

に
自
主
防
災
組
織
を
設
立

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

　

流
山
市
食
品
衛
生
協
会

（
鈴
木
清
司
会
長
）で
は
、

食
品
衛
生
に
関
す
る
講
習

会
等
の
修
了
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
マ
ー
ク
を

作
成
し
ま
し
た
＝
図
。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
防
犯

協
力
の
店
と
し
て
の
証
に

も
な
っ
て
お
り
、
夜
間
お

子
さ
ん
や
高
齢
者
の
防
犯

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
同

協
会
で
は
、
飲
食
店
や
鮮

魚
・
精
肉
・
牛
乳
店
、
菓

子
製
造
・
ス
ー
パ
ー
な
ど

が
保
健
所
と
協
力
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

□問
 

同
協
会（
商
工
会
内
）

�
７
１
５
８
―
６
１
１
１

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

救
援
方
法
な
ど
を
学
ぶ
講
座

　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
推
進
委
員
会
で
は
、
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２７

〜　

日
�
、　

月　

日
�

２９

１０

２３

▽
場
所
＝
千
葉
市
消
防
局
、

県
消
防
学
校
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
※
い
ず
れ
も
千

葉
市
▽
対
象
／
定
員
＝
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

希
望
す
る
県
内
在
住
・
在

勤
者
／　

人
▽
参
加
費
＝

４０

１
万
３
９
０
０
円
（
学
生

は
９
９
０
０
円
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員

会
へ

　

□問
 

同
推
進
委
員
会
事
務

局
�
０
３
―
３
５
８
４
―

４
０
８
５

�
　

内
閣
府
等
で
は
、
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
テ
ー
マ
＝
地
震
・
津

波
・
火
山
噴
火
・
台
風
・

豪
雨
・
豪
雪
な
ど
自
然
災

害
を
対
象
に
し
た「
防
災
」

に
関
す
る
も
の
で
、
標
語

を
入
れ
た
個
人
の
作
品
で

未
発
表
の
も
の（
た
だ
し
、

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

防
災
ポ
ス
タ
ー

防
災
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル

自
主
防
災
組
織
を

各
地
域
で
盛
ん
な
自
主
防
災
訓
練

　

８
月　

日
に
東
深
井
小

２７

学
校
で
行
う
総
合
防
災
訓

練
の
他
に
も
、　

月
に
長

１０

崎
小
学
校
で
行
う
八
木
地

区
自
治
会
連
合
会
の
自
主

防
災
訓
練
や
、　

月
に
平

１１

和
台
２
号
公
園
で
行
う
周

辺
４
自
治
会
連
合
の
自
主

防
災
訓
練
な
ど
、
各
自
治

会
な
ど
で
自
主
的
に
防
災

訓
練
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
内
で

組
織
さ
れ
て
い
る
「
自
主

防
災
組
織
」
で
す
。

　

現
在
、
流
山
市
で
は
、

１
６
７
自
治
会
中
、
１
１

パレードで交通安全を呼び掛け
　

夏
の
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

や
交
通
安
全
・
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
夏
休
み
最

初
の
土
曜
と
な
っ
た
７
月

　

日
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

２２ー
流
山
店
を
メ
イ
ン
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

千
葉
県
警
白
バ
イ
隊
や

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
（
大

型
オ
ー
ト
バ
イ
）
な
ど　
２３

台
編
成
の
パ
レ
ー
ド
が
南

流
山
駅
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
井
崎
市
長
も
流
山
交

通
安
全
協
会
（
小
高
弘
会

長
）
や
流
山
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
（
矢
口

一
郎
会
長
）、流
山
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協

議
会
（
窪
田
明
会
長
）

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
オ

ー
プ
ン
カ
ー
２
台
に
分

乗
し
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
パ
レ
ー

ド
後
、会
場
で
は
、白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
へ

の
体
験
乗
車
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
、
模

擬「
ひ
っ
た
く
り
事
件
」

実
演
、
流
山
自
転
車
商

組
合（
富
塚
庸
雄
代
表
）

に
よ
る
自
転
車
の
無
料

点
検
、
流
山
警
察
署
に

よ
る
交
通
事
故
や
犯
罪

の
発
生
状
況
に
つ
い
て

の
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ひ
っ
た
く
り
の
実
演
も

事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

非
常
持
出
品
の
準
備
を

最
低
限
そ
ろ
え
て
お
き
た
い
も
の

　

非
常
持
出
品
は
、
家
族

構
成
を
考
え
て
用
意
し
、

避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出
せ

る
場
所
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
非
常
持
出
品
は
、

災
害
発
生
時
に
最
初
に
持

ち
出
す
「
非
常
持
出
品
」

と
、
災
害
か
ら
復
旧
す
る

ま
で
の
数
日
間
を
支
え
る

「
非
常
備
蓄
品
」
と
、
脱

出
や
初
期
消
火
な
ど
の
た

め
の
「
災
害
対
応
品
」
を

分
け
て
用
意
す
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。
次
の
チ

ェ
ッ
ク
表
は
ひ
と
つ
の
目

安
で
す
が
、
乳
幼
児
や
要

介
護
者
、
妊
婦
な
ど
ご
家

族
の
構
成
に
よ
っ
て
哺
乳

び
ん
や
補
助
具
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ご
家
族
で

話
し
合
っ
て
準
備
を
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

□問
 

総
務
課
防
災
対
策
室

�
７
１
５
０
―
６
０
６
７

※減額期間は工事が完了した年の翌年度分から

減額期間工事完了時期

３年間平成１８年１月１日
～平成２１年１２月３１日

２年間平成２２年１月１日
～平成２４年１２月３１日

１年間平成２５年１月１日
～平成２７年１２月３１日

非常時持出品リスト
非常の際、すぐに持ち出せるようにリュックサッ
クに詰め、目の付きやすい場所に。

非常食（カンパンなど火を通さないで食べられるもの）
懐中電灯飲料水
予備電池携帯ラジオ
衣類雨具
マッチやライター救急セット

ティッシュペーパー 
食品包装用ラップフィルム

備蓄品リスト
災害復旧までの生活を支えるもので、食料や飲料
水は３日分は用意。

非常食（米は必ず用意）
飲料水（1日1人３リットルを目安に）

固形燃料簡易ガスコンロ
コップ割りばし

災害対応品リスト
倒壊した家屋から脱出したり、初期消火のために
用意。

ハンマーおの
のこぎりスコップ
防水シートバール
バケツ消火器

水のくみ置き

　流山市の公共プールは、すべて安全確認済みです。また、市民プール（流山・北部・東部）およびコミュニティプラザのプールの監視員は、

全員救助訓練を受けていますので、安心してご利用ください。

Mac6 Title:広報ながれやま1120号P4-5.ec6 Page:4  Date: 2006/08/10 Thu 17:13:46



平成１８年８月１５日（火曜日）　　　（　）６第１１２０号

★印のあるものは市主催のものです 

　献血にご協力を　
　

　▽日時＝８月２６日�１０時～１５時３０分▽場所
＝南流山センター▽献血のできる方＝１６歳
～６９歳の健康な方（６５歳以上の方は、６０歳
から６４歳までに献血経験がある方）※献血
手帳をお持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

�
　

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝
①
９
月
５
日

�
・
６
日
�
・
７
日
�　

時
１４

〜　

時
②
９
月　

日
�
・

１６

１３

　

日
�
・　

日
�　

時
〜

１４

１５

１０

　

時
※
①
②
の
内
容
は
同

１２じ
で
す
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
／
各　

人
１８

（
多
数
抽
選
）▽
内
容
＝
パ

ソ
コ
ン
の
入
力
操
作
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
ま

で
▽
参
加
費
＝
１
０
０
０

円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
受
講
希
望
日
時

（
①
ま
た
は
②
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

講
座
・
講
演

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
８
月　

日
（
必
着
）

２２

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具

活
用
講
習
会

　

▽
日
時
＝
９
月
２
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
／
定
員
＝
自
治
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
サ
ー
ク

ル
等
の
リ
ー
ダ
ー
、
今
後

ク
ラ
ブ
活
動
の
予
定
が
あ

る
方
／　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー 

ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う　
１５

日
８
時　

分
か
ら
電
話
で

３０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
講
座
「
基
礎
課
程
」（
全

　

回
）

１６
　

▽
期
日
＝
９
月
５
日
〜

　

月　

日
の
火
曜
（
９
月

１２

２６

　

日
を
除
く
）
▽
時
間
＝

１２
　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
身

１０

１２

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
・
在
勤
者
で
将
来
的
に

市
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

参
加
費
＝
１
７
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
申

し
込
み
＝
８
月　

日
ま
で

２８

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
粗
食
の
す
す
め
「
健

康
と
食
生
活　

今
日
か
ら

で
き
る　

の
提
案
」

１０

　

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１４

１６

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／
２
０
０
人
（
先

着
順
）
▽
講
師
＝
幕
内
秀

夫
さ
ん
（
フ
ー
ド
＆
ヘ
ル

ス
研
究
所
代
表
、
管
理
栄

養
士
）、
鈴
木
公
子
さ
ん

（
歯
科
医
師
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
８

月　

日
ま
で
に
、
電
話
ま

２５
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、職
業
を
明
記
）

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
※
当

日
、
参
加
者
（
先
着
１
５

０
人
）
に
講
演
者
著
書
進

呈
　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１
／
�

７
１
５
５
―
５
９
４
９

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
茶
道
教
室
」

　

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
小 

・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

／　

人
（
先
着
順
）
▽
内

２０
容
＝
抹
茶
の
飲
み
方
を
学

習
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
博
物
館

へ
※
当
日
は
白
い
靴
下
を

着
用
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
男
の
料
理
講
座
（
全

４
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
・

１４

　

日
、　

月　

日
・　

日

２８

１０

１２

２６

の
木
曜
▽
時
間
＝　

時
〜

１０

　

時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ

１３ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
男
性
（
前
回

受
講
者
を
除
く
）
／　

人
１６

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝

ご
飯
の
炊
き
方
、
味
噌
汁

の
作
り
方
、
野
菜
料
理
、

煮
物
な
ど
▽
参
加
費
＝
３

０
０
０
円
（
教
材
費
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、
８
月　

日
２９

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
男
性
の
た
め
の
料
理

教
室

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
男
性
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

３０

画
政
策
課
内
流
山
市
国
際

交
流
協
会
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
内
流
山

市
国
際
交
流
協
会
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

中
高
年
の
た
め
の
や
さ

し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

▽
コ
ー
ス
／
開
催
日
時

＝
別
表
の
と
お
り
▽
場
所

＝
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
各
コ

ー
ス
と
も
毎
回
６
人
（
多

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１

回
１
８
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

受
講
コ
ー
ス
、
参
加
希
望

日
、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
の
上
、
〒
２
７
０
―
０

１
１
４
流
山
市
東
初
石
３

―
１
０
３
―　

流
山
市
シ

１８

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
複
数

の
コ
ー
ス
を
申
し
込
め
ま

す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
５

―
３
６
６
９

＝
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し 

て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
食
生
活
改
善

を
目
的
と
し
た
料
理
教
室

▽
参
加
費
＝
４
０
０
円
程

度
（
材
料
代
）
▽
持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
頭
を
お
お

う
も
の
、
ふ
き
ん
、
筆
記

用
具
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

和
菓
子
づ
く
り
講
座 

「
お
彼
岸
に
お
は
ぎ
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品

協
会
の
会
員
で
あ
る
市
内

和
菓
子
店
の
方
を
講
師
に
、

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
和

菓
子
づ
く
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１６

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人
（
多
数
抽

３０

選
）
▽
参
加
費
＝
５
０
０

円
▽
講
師
＝
流
山
市
ふ
る

さ
と
産
品
協
会
会
員
・
水

沼
英
夫
さ
ん
、
志
賀
進
一

さ
ん
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の 

上
、
８
月　

日（
必
着
）ま

２５

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
商
工
課
内

流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品
協

会
へ
※
重
複
申
込
不
可

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

　

中
国
語
入
門
講
座

　

▽
日
時
＝
９
月
か
ら　
１１

月
の
第
１
・
３
木
曜　

時
１５

　

分
〜　

時　

分
※
平
成

１０

１６

４０

　

年
１
月
か
ら
３
月
、
お

１９よ
び
５
月
か
ら
７
月
に
も

開
催
▽
場
所
＝
北
部
公
民

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

１０
参
加
費
＝
流
山
市
国
際
交

流
協
会
年
会
費
２
０
０
０

円
、
受
講
料
３
０
０
０
円

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、８
月　

日（
必

２２

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
企

　

流
山
市
美
術
家
協
会
主

催
の
「
第　

回
流
山
市 

２７

展
」
が
、
７
月　

日
か
ら

１７

　

日
ま
で
さ
わ
や
か
ち
ば

２９県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々

が
訪
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
と
し
の
市
美
術
家
協

会
賞
に
は
、
松
原
修
平
さ

ん
の
「
祖
母
像
」
が
、
市

展
賞
に
は
、
大
沼
清
亮
さ

ん
の
「
月
と
蛾
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

　

月
２
日
か
ら
市
役
所
市

１０

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
す

る
予
定
で
す
。

　

主
な
受
賞
者
と
作
品
は

次
の
と
お
り
。

　

【
主
な
受
賞
者
】

〈
敬
称
略
〉

　

▽
市
展
賞
＝「
月
と
蛾
」

（
洋
画
）
大
沼
清
亮
▽
美

術
家
協
会
賞
＝「
祖
母
像
」

（
洋
画
）
松
原
修
平
▽
市

長
賞
＝
「
断
片
の
風
景
」

（
洋
画
）
蟻
塚
章
江
▽
市

議
会
議
長
賞
＝「
夏
風
景
」

（
彫
刻
）
脇
谷
幸
正
▽
教

育
長
賞
＝「
収
穫
」（
洋
画
）

中
島
友
子

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果ののののののののののののののののののののののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制）））））））））））））））））））））））））））））））））
　
　保健センターの保健師、栄養士による基本健康診査
結果の説明、食事や生活の指導などを行います。
　▽期日／場所＝別表のとおり▽時間＝９時30分～11
時30分▽相談料＝無料▽持ち物＝健診結果※お持ちの
方は健康手帳▽申し込み＝電話で保健センターへ
　
　
　
　
　
　
　
　　
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

第２７回流山市展

　市美術家協会賞に 

　　　　　松原修平さん

　　　子育てママのセミナー 
　　　　　あかちゃんといっしょ　

　▽期日＝９月５日・１２日・１９日・２６日の火曜
（全４回）▽時間＝１０時～１１時３０分▽場所＝初
石公民館▽対象／定員＝０歳児とその親／１５組 
（多数抽選）▽講師＝小路和子さん（助産師）、
安井志津代さん（食育サポーター）▽参加費＝
３００円（材料代）▽申し込み＝ファックスまたは
ハガキに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、赤
ちゃんの名前（ふりがな）と月齢、日ごろ気に
なることを明記の上、８月２２日（必着）までに
〒２７０－０１７６流山市加１－１６－２文化会館「子育
てママのセミナー係｣へ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２／�７１５８－３４４２

場　所期　日場　所期　日

保健センター９月４日�保健センター８月２２日�

北部公民館９月８日�文化会館８月２３日�

向小金福祉会館９月１３日�東部公民館８月２４日�

保健センター９月１５日�江戸川台福祉会館８月２５日�

南流山センター９月２２日�思井福祉会館８月２９日�

江戸川台福祉会館９月２７日�保健センター８月３１日�

【コース・開催日時】
時　間開催日コース

９：００
～
１２：００

第１土曜または日曜パソコン入門
前　

編

第２土曜または日曜ワードの基礎
第３土曜または日曜ワードの応用
第４土曜または日曜エクセル

１３：００
～
１６：００

第１土曜または日曜パソコン入門
後　

編

第２土曜または日曜ワードの基礎
第３土曜または日曜ワードの応用
第４土曜または日曜メール・インターネット

　※同一コースの、土曜と日曜の内容は同じです
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第１１２０号（　）　　　平成１８年８月１５日（火曜日）７

　インドアバードウォッチングの集い（野鳥の写真、巣
箱、カービング、羽根等の展示）（流山野鳥同好会主催）
＝８月２７日�１３時～１６時、北部公民館。入場料無料□問 山
下�７１５２－６６９８
　設立６周年記念講演会＆コンサート（木元教子さんの
講演「環境・エネルギー・そして暮らしを考える」、ピ
アノコンサートなど）（ＮＰＯ国連支援交流協会・流山
支部｢愛・Ｐｅａｃｅ｣主催、市後援）＝９月２日�１３時３０
分～１６時、南流山センター。入場料無料□問 時任�７１５９
－４９５４
　第１５回流山市愛のふれあいチャリティーショー（流山
市カラオケ演芸協会主催）＝９月３日�９時３０分～、文化
会館。入場料無料※入場者には抽せん券、粗品あり□問 染
谷�７１４５－３７２８
　市制４０年・流能研３０年記念「謡曲と仕舞の会」（流山
市能楽研究会主催）＝９月３日�１０時～１６時、生涯学習セ
ンター。入場料無料※当日、新規会員を募集します□問 伊
藤�７１５５－１１３１

市民伝言板�

問�□秘書広報課�7 1 5 0 　 6 0 6 3 　�

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流山
センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載申
込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希
望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場
所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。�

－�

イ ベ ン ト

税務署名をかたった不審電話にご注意を
　
　税務署名をかたり、折り返しフリーダイヤル（０１２０－○
○○－○○○）に電話させる手口で、取引銀行や口座番号
などを問い合わせる事例が発生しています。税務署では、
フリーダイヤルの電話を設置していません。同様の不審な
電話があった場合は、すぐに回答せずに税務署に確認して
ください。
　□問 松戸税務署�０４７－３６３－１１７１

第２２０回サロンコンサート 
�♪　今月は２５日に　�♪

　▽日時＝８月２５日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリー▽
テーマ＝母と子で聞くクラシックコンサート「ねぇ、お母さん聞い
て！」▽曲目＝①夏の思い出②七つの子③きつねがだまされた話④
ノクターン　作品９－２番⑤ガボット⑥オペラ「カヴァレリア・ルス
ティカーナ」間奏曲より　アヴェ　マリア　ほか▽出演＝太田真
帆（ソプラノ）、樺山玲子（ヴァイオリン）、村川典子（ピアノ・お話）
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要す
ることから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１８年５月・６月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下６月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

７以下６月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下６月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下６月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００６以下６月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１２以下５月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

　�最近、オール電化システム等の契約に関しての相談
が増えています。キャンペーン中などと契約を急がされ
る場合や、工事費を安くするなどの話には気を付けまし
ょう。契約をする前に! 電気料金に関しては節約効果が
ありますが、設置費用が必要です。複数の事業者から見
積もりをとって比較検討しましょう。
　�「住宅用火災警報器」の設置が義務化されたことに
伴う、火災警報器の訪問販売に注意しましょう! 消防署
や自治体が火災警報器を、直接、あるいは事業者に委託
して販売することはありません。火災警報器は、ホーム
センターや市内防災設備取扱店で購入し、個人で取り付
けできます。
　訪問販売で契約した場合、契約日から８日間以内であ
れば、無条件解約のクーリング・オフができます。また、
クーリング・オフ期間が過ぎた場合でも勧誘方法によっ
ては取り消しなどができる場合もあるので、早めに消費
生活センターにご相談ください。
　□問 流山市消費生活センター�７１５８－０９９９

悪質な訪問販売にご注意を！
　気功体験（３回コース）（焦鉄軍気功主催）＝９月３日
・１０日・２４日の日曜１０時３０分～１１時４０分、赤城福祉会
館。参加費３,０００円（３回分）□問 佐藤�７１５５－２１４４
　趣味の本づくり講座（全６回）（流山ノートパソコン
クラブ主催）＝９月６日・２０日の水曜（このほか１０月・
１１月の月２回水曜に開催）９時３０分～１１時３０分、北部公
民館。参加費１回１,０００円□問 福嶋�７１５５－２６０７

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９０,６３２台４５,９２８台４４,７０４台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年６月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

８９５６８時　間①騒音　

０（０）０（０）１（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
学
校

調
理
員
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
小 

・
中
学
校
▽
勤
務
内
容
＝

学
校
給
食
に
関
す
る
調
理

業
務
▽
勤
務
日
数
／
時
間

＝
月
４
〜　

日
／
８
時　

１４

３０

分
〜　

時
※
日
数
、
時
間

１６

は
学
校
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
▽
時
間
給
＝
小
学
校

…
８
５
０
円
〜
８
９
０

円
、
中
学
校
…
８
７
０
円

〜
９
１
０
円
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
あ
ず
ま

学
童
ク
ラ
ブ
（
名
都
借
）

▽
勤
務
内
容
＝
東
小
１
〜

３
年
生
の
放
課
後
保
育
▽

勤
務
日
＝
土
曜
を
含
む
週

３
日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝

１
日
５
時
間
程
度
▽
時
間

資
格
・
求
人

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１２

１５

３０

＝
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議

場
（
千
葉
市
）
▽
内
容
＝

求
人
の
あ
る
社
会
福
祉
施

設
等
の
代
表
者
と
の
個
人

面
談
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ
※　

月
９
日
�

１２

に
も
開
催
予
定

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―
２
４

８
―
１
２
９
４

　

成
年
後
見
制
度
「
個
別

相
談
会
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
千

１０

１６

葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
）
▽
定
員
＝　
７０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

判
断
能
力
が
不
十
分
で
お

金
の
管
理
が
で
き
な
い
、

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
っ

て
し
ま
う
方
の
財
産
を
守

り
、
生
活
を
支
援
す
る
成

年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
、
社
会
福
祉
士
が
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
▽
相
談

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
設

置
の
参
加
申
込
書
に
住 

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
面
接
時
間
を
明
記
の

上
、
９
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
６
０
―
８
５

０
８
千
葉
市
中
央
区
千
葉

港
４
―
３
千
葉
県
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―
２
０

４
―
６
０
１
２
／
�
０
４

３
―
２
０
４
―
６
０
１
３

給
＝
８
２
０
円
〜
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ

�
７
１
４
６
―
８
５
５
８

�
　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１８

　

時
〜
※
傍
聴
受
け
付
け

１０は
９
時　

分
〜
▽
場
所
＝

４５

市
役
所
▽
内
容
＝
「
流
山

都
市
計
画
第
一
住
宅
初
石

団
地
地
区
地
区
計
画
の
決

定
に
つ
い
て
」
※
傍
聴
希

望
の
方
は
、受
付
で
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、「
同
審
議

会
傍
聴
に
関
す
る
要
領
」

に
従
っ
て
入
場
願
い
ま 

す
。な
お
、同
審
議
会
が
当

日
非
公
開
と
決
定
し
た
と

き
は
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
国
保
運
営
協
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２５

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

１５

役
所
▽
内
容
＝
国
保
特
別

会
計
決
算
、
国
保
条
例
の

一
部
改
正
な
ど

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

�
　

★
夏
休
み
お
話
会
ス
ペ

シ
ャ
ル

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森

１５

１６

の
図
書
館
▽
対
象
＝
幼
児

・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
内
容
＝
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
栞
に
よ

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

る
大
型
絵
本
「
せ
ん
た
く

か
あ
ち
ゃ
ん
」、「
お
ば
け

の
て
ん
ぷ
ら
」
の
読
み
聞

か
せ
、
影
絵
「
む
こ
う
の

か
ど
を
ま
が
っ
た
ら
」、 

工
作
・
び
っ
く
り
箱
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

森
の
図
書
館
�
７
１

５
２
―
３
２
０
０

　

★
早
起
き
歩
こ
う
会
守

谷
市
内
ま
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

２７

※
雨
天
決
行
▽
受
付
時
間

＝
５
時　

分
〜
５
時　

分

４０

５０

▽
集
合
場
所
＝
東
武
野
田

線
初
石
駅
前
▽
出
発
時
間

＝
６
時
▽
コ
ー
ス
＝
東
武

野
田
線
初
石
駅
か
ら
新
大

利
根
橋
を
通
り
Ｔ
Ｘ
守
谷

駅
ま
で
約　

キ
ロ
メ
ー
ト

１８

ル
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
▽
参

加
費
＝
３
０
０
円
（
交
通

費
は
別
途
）
▽
持
ち
物
＝

昼
食
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
雨
具
等
▽
申
し
込

み
＝
８
月　

日
ま
で
に
コ

２０

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
戸
田
（
�
／
�
７

１
５
４
―
２
０
３
０
）
ま

で
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど

い
　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

２７

※
雨
天
中
止
▽
場
所
＝
東

深
井
地
区
公
園
▽
受
付
時

間
＝
８
時　

分
〜
８
時　

２０

３０

分
▽
内
容
＝
ペ
タ
ン
ク
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な

ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
水

筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
等
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク 

「
語
ろ
う
、
伝
え
よ
う
流

山
の
歩
み
」

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
、
本
市
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
残
し
、
伝
え
て

い
き
た
い
文
化
や
文
化 

財
、
風
景
な
ど
に
つ
い
て

語
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月
３
日
�

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１５

＝
博
物
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人（
先
着
順
）

４０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
講
師

＝
青
木
更
吉
さ
ん
、
小
川

浩
さ
ん
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
＝
西
村
喜
美
江
さ
ん

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
博

物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

移
動
暴
力
相
談
所
の
開

設
　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東

１０

１６

葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
市
）
▽
内
容
＝
�
千
葉

県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

の
常
勤
相
談
委
員
等
に
よ

る
暴
力
団
に
関
す
る
相
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▽

相
談
料
＝
無
料
※
申
込
方

法
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

�
千
葉
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議
事
務
局
�
０

４
３
―
２
５
４
―
８
９
３

０
　

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ

ェ
ア
・　

ち
ば

in

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１０

第60回流山市民芸術劇場

SSSSSSSSSSSSSSSSoooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeetttttttttttttttthhhhhhhhhhhhhhhhiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnngggggggggggggggg EEEEEEEEEEEEEEEELLLLLLLLLLLLLLLLsssssssssssssssseeeeeeeeeeeeeeeeSomething ELse 　　
ココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトト2222222222222222000000000000000000000000000000006666666666666666　　コンサート2006
チチチチチチチチチチチチチチチチケケケケケケケケケケケケケケケケッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトト発発発発発発発発発発発発発発発発売売売売売売売売売売売売売売売売中中中中中中中中中中中中中中中中チケット発売中

　１０月をもって解散することを発表したサ
ムシングエルス。活動の原点である、ふる
さと流山でのラストコンサート！

　▽日時＝９月
１０日�１７時（開
演）～▽場所＝
文化会館▽チケ
ット代＝４,０００円
（全席指定）

　【チケット販売】
　▽販売場所＝①文化会館、各公民館、南
流山センター（いずれも９時～１６時３０分）
②読売新聞	青木新聞店YC初石③新星堂
カルチェ５（柏市）
　※詳細は問い合わせを
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６
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平成１８年８月１５日（火曜日）　　　（　）８第１１２０号

　毎年多くの参加者が自己ベストを目指し力走

昨年の市民まつり　昨年の市民まつり

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

万
緑
の
武
蔵
野
陵
を
拝
し
け
り 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

　

何
も
か
も
一
掃
な
ら
ず
梅
雨
湿
り 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

　

ボ
ー
ル
蹴
る
少
年
ひ
と
り
路
地
遅
日 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

　

目
に
耳
に
肌
に
も
清
し
風
鈴
屋 

野　

　々

下 

今
田　

素
土

　

犬
連
れ
て
少
女
や
さ
し
や
梅
雨
の
傘 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

【
評
】
一
句
目　

武
蔵
野
陵
は
激
動
の
時
代
を
生
き
た
昭
和
天
皇
の
陵
で
あ
る
。
多

く
の
国
民
に
慕
わ
れ
、
在
世
六
十
四
年
は
ま
さ
に
波
瀾
に
満
ち
、
武
蔵
野
の
一
隅
で

永
久
の
眠
り
に
着
く
。
万
緑
が
大
き
く
陵
を
包
み
、
思
わ
ず
拝
す
る
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
句
目　

何
も
か
も
梅
雨
の
所
為
に
し
た
く
な
る
梅
雨
湿
り
。

心
ま
で
が
暗
く
包
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
梅
雨
籠
も
り
の
心
う
ち
を
見
透
か
し

た
よ
う
な
一
句
。
三
句
目　

世
界
サ
ッ
カ
ー
は
イ
タ
リ
ア
の
制
覇
で
終
わ
っ
た
。
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
少
年
の
真
摯
な
姿
が
路
地
の
遅
日
を
明
る
い
も
の
に
し
て
い

る
。
四
句
目　

い
か
に
も
清
や
か
な
風
鈴
売
り
の
雰
囲
気
十
分
で
あ
る
。
目
耳
肌
と

畳
み
か
け
た
句
の
運
び
が
中
々
の
技
。
五
句
目　

梅
雨
最
中
の
安
堵
の
絵
柄
。
梅
雨

の
傘
に
少
女
の
姿
が
、
嵌
ま
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

疎
開
先
の
吾
子
ら
案
じ
つ
つ
空
襲
の
さ
な
か
を 
壕 
に
う
つ
伏
す
母
よ

ご
う

 

向
小
金 

相
川　
　

豊

膝
関
節
の
鈍
く 
疼 
き
て
目
覚
め
お
り
老
の

う
ず

 
徴 

し
る
し

と
思
え
ど 
侘 
び
し

わ

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

友
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
コ
ー
ラ
ス
の
継
続
な
り
て
吾
の
生
き
甲
斐

 

鰭
ケ
崎 

斎
藤　

睦
子

【
評
】
相
川
氏　

昭
和
十
九
年
六
月
よ
り
始
ま
る
『
学
童
集
団
疎
開
』
そ
れ
ぞ
れ
別
離
の

愛
着
、
連
日
の
空
襲
に
因
る
奮
起
と
怖
れ
、
こ
れ
ら
歴
史
の
森
の
陰
れ
た
暗
部
を
身
近
に
、

多
岐
多
難
な
生
死
を
ひ
き
つ
け
て
、
母
を
見
す
え
て
の
愛
憐
で
あ
る
。
結
語
母
は
と
詠
う

と
こ
ろ
母
よ
と
更
に
呼
び
か
け
て
力
強
い
。
舟
橋
氏　

季
節
の
変
り
目
、
特
に
梅
雨
期
、

身
体
の
関
節
の
痛
み
を
、
素
直
に
捉
え
て
い
る
。
自
己
観
察
の
「
老
の
し
る
し
」
と
「
思

え
ど
侘
び
し
」
を
リ
ア
リ
テ
ィ
に
直
情
を
際
立
た
せ
て
訴
え
る
手
法
が
効
い
て
い
る
。
斎

藤
氏　

一
首
を
分
り
易
く
伝
え
る
た
め
サ
ポ
ー
ト
と
友
人
に
誘
わ
れ
、
継
続
な
り
て
を
今

に
続
け
り
と
歌
意
が
見
え
る
よ
う
に
詠
う
こ
と
、
コ
ー
ラ
ス
会
の
内
容
と
年
毎
の
動
き
を

表
白
し
、
生
き
甲
斐
が
心
を
か
き
た
て
る
様
に
、
言
葉
を
統
一
し
て
感
情
の
焦
点
を
描
写

さ
れ
る
よ
う
に
。

短歌詩

【評】（まず、７月の作品の作者名を記入し忘れてしまったことをお
詫びします。たびたび登場している後平井の赤塚祐さんでした。さて、
今月も五行詩が続きます。）今この世界を共有しているという仕合せ
を受け留め、夢を見ることで明日が訪れるのであるならば、鳥のよう
に想像力の翼を羽ばたかせ、あなたの胸の白いノートに言葉を走らせ
てみよう。詩は心に架ける橋、あるいは朝に消え失せる星と称えたい。

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

紅紅葉葉のの蔵蔵王王 おお釜釜見見学学とと相相馬馬ユユーートトピピアア
―　バスで行く相馬ユートピア　―

　　　　相馬特選おみやげ付き

　　　　夕食時ビール１本またはジュース２本付き

日　　程　平成１８年１０月１３日�～１４日�
コ ー ス　
　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流山

センター（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀行前
（８：００）－常磐道－白石（名物温麺の昼食）－蔵
王ハイライン（車中より見事な紅葉をご覧く
ださい）－蔵王山頂・お釜（神秘的なエメラルド
グリーンの火口湖）－相馬ユートピア泊

　　　　　相馬ユートピア－松川浦－いわき・ら・ら・ 
ミュウ（自由昼食・買い物）－常磐道－流山市内

定　　員　３０人（最少催行人員）
※３人以上のご家族・グループの場合は１室ご
利用になれます（申し込み状況により変更の
場合あり）。２人１室をご希望の方は相談を

申込締切　９月１１日�※定員になり次第締め切り
企　　画　㈱流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　トップツアー㈱（国土交通大臣登録一般旅

行業第３８号）
申し込み　電話でトップツアー㈱千葉支店（�０４３

－２４３－０１０９）へ
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊３食）
２１,５００円大　人市　

外

２０,０００円６０歳以上市　

民 １９,８００円中学生以下
２０,５００円６０歳未満
１９,３００円中学生以下

特典２

特典１

２日目

１日目

第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回
流流流流流流流流流流流流流流流流
山山山山山山山山山山山山山山山山
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
スススススススススススススススス
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

第　

回
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５１５
参
加
申
し
込
み
は
８
月　

日
ま
で

３１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

産
業
博
も
同
時
開
催

産
業
博
も
同
時
開
催

市制施行
４０周年記念

　

第　

回
「
流
山
ロ
ー
ド

１５

レ
ー
ス
大
会
」
を
、　

月
１０

８
日
�
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
市
制
施
行

　

周
年
を
記
念
し
て
、
流

４０山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
と
し
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
付
近
で
折
り
返
す

新
し
い
コ
ー
ス
に
変
更
と

な
り
ま
す（
図
参
照
）。
ま

た
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の　

㎞
コ
ー
ス

１０

に
加
え
、
小
学
生
以
上
の

市
民
を
対
象
と
し
た
、
タ

イ
ム
を
競
わ
ず
楽
し
み
な

が
ら
走
る
フ
ァ
ン
ラ
ン
２

㎞
を
設
け
ま
し
た
。

　

▽
期
日
＝　

月
８
日
�

１０

※
雨
天
決
行
▽
受
付
時
間

＝
８
時
〜
９
時
▽
種
目
＝

①　

㎞
コ
ー
ス
②
フ
ァ
ン

１０
ラ
ン
２
㎞
▽
ス
タ
ー
ト
時

間
＝
①
…　

時
、
②
…　

１０

１０

時
５
分
▽
受
付
場
所
＝
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
①
…
高
校
生
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者

／
１
７
０
０
人
、
②
…
小

学
生
以
上
の
市
民
※
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

方
の
参
加
が
必
要
で
す
／

５
０
０
人
※
い
ず
れ
も
先

着
順
▽
参
加
費
＝
①
…
３

０
０
０
円
、
②
…
１
５
０

０
円
▽
表
彰
＝　

㎞
コ
ー

１０

ス
は
上
位
入
賞
者
に
賞
状

と
記
念
品
、
ラ
ッ
キ
ー
賞

も
あ
り
。
フ
ァ
ン
ラ
ン
２

㎞
に
は
表
彰
は
あ
り
ま
せ

ん
※
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
、
完
走
者
に
は
完
走
証

あ
り

　

【
申
し
込
み
】

　

流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

（
�
０
４
８
―
７
７
８
―

５
８
８
８
）
へ
８

月　

日
ま
で
に
電

３１
話
か
、
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.

        
 
 
 

tecn
op
lan
.co.

    
  
   
    

jp   
）
か
ら
申
し
込

み
。
ま
た
は
、
市

民
総
合
体
育
館
、

市
役
所
生
涯
学
習

課
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
文
化
会

館
、
各
公
民
館
、

南
流
山
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
参
加
申

込
用
紙
で
郵
便
局

に
て
申
し
込
み

（
８
月　

日
消
印
有
効
）。

３１

※
締
め
切
り
前
で
も
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

コ
ー
ス
整
理
員
（
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集

　

コ
ー
ス
整
理
を
担
当
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�

１０

８
時
〜　

時
▽
内
容
＝
路

１２

上
に
て
、
選
手
の
安
全
確

保
の
た
め
の
交
通
整
理
等

▽
対
象
＝
高
校
生
を
除
く

　

歳
以
上
の
方
▽
そ
の
他

１８＝
９
月
３
日
�　

時
か
ら

１５

市
民
総
合
体
育
館
に
て
事

前
説
明
会
あ
り
▽
申
し
込

み
＝
９
月
２
日
�
ま
で
に

電
話
で
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

第　

回
流
山
市
民
ま
つ

２８

り
を
、　

月
３
日


、
Ｔ

１１

Ｘ
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
東
口
周
辺
と
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
芝
生
ひ
ろ
ば
、

市
総
合
運
動
公
園
を
会
場

に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
ま
つ
り
、
健
康
ま
つ

り
に
加
え
、
流
山
産
業
博

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
の
市
民
ま
つ
り 

は
、
実
行
委
員
会
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
や
個
人
参

加
の
方
な
ど
２
５
６
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
と
し
の
市
民
ま
つ
り

は
、
市
制
施
行　

周
年
を

４０

記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
手
づ
く

り
の
市
民
ま
つ
り
と
す
る

た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
」
と
「
青
空
市
の

出
店
者
」を
募
集
し
ま
す
。

市
民
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

▽
活
動
日
時
・
内
容
＝

別
表
の
と
お
り
▽
場
所
＝

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
東
口
周
辺
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
芝
生
ひ
ろ
ば
お

よ
び
市
総
合
運
動
公
園
▽

申
し
込
み
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
備
え
付
け
の
申
し
込

み
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
９
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の

申
し
込
み
も
可

市
民
ま
つ
り
「
青
空
市
」

へ
の
出
店
者
を
募
集　
　

　

▽
出
店
資
格
＝
市
民
団

体
、
市
内
の
事
業
所
・
学

校
ま
た
は
市
民
中
心
の
団

体
お
よ
び
家
族
▽
募
集
数

＝　

団
体
（
１
団
体
テ
ン

３０
ト
１
張
り
、
電
源
・
水
道

設
備
な
し
）
▽
参
加
費
＝

１
万
円
▽
申
し
込
み
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
備
え
付
け

の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
返
信
用

封
筒
（
宛
名
を
記
入
し
、

　

円
切
手
を
貼
付
）
を
添

９０え
て
、
９
月
１
日
ま
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
へ
持
参
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り

　

□問
 

市
民
ま
つ
り
…
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
６
／
�
７
１
５

０
―
３
３
０
９
、
流
山
産

業
博
…
流
山
市
商
工
会
�

７
１
５
８
―
６
１
１
１

流流流流流流流流流流流流流流流流 山山山山山山山山山山山山山山山山流　山
市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民ままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりり市民まつり

��

��

平和台一丁目�

流山文化会館�

北千葉浄水場�

流山警察署� 流山おおたかの森駅�

つく
ばエ
クス
プレ
ス�

流山セントラルパーク駅�

生涯学習センター�

スタート�
＆�

ゴール�

２km折返し�
１０km折返し�

２km
１０km

　市民まつりボランティア日程

内　容時　間期　日

会場設営１０時～１２時１０月３１日�

会場設営１０時～１２時１１月２日�

誘導、場内整備、駐車

場・駐輪場整理など
８時３０分～１７時１１月３日


会場撤去、清掃９時～１１月４日�

　��流山ロードレース大会コース図流山ロードレース大会コース図

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　

五
行
詩
三
題　
　
　
　

松
ケ
丘　
　

吉
沢　

量
子
　

コ
ン
ド
ル
の
空

　
　

１

お
大
事
に
な
さ
っ
て
ね

　

と
言
葉
を
か
け
ら
れ　

あ
り
が
と
う
と
頭
を
下
げ
る　

　

心
が
う
る
ん
で　

こ
の
一
瞬
を
大
事
と
思
う

私
は
私
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　

２

新
し
い
夢
を
見
る　

な
お

　

夢
を
あ
き
ら
め
な
い

木
は
植
え
か
え
ら
れ
た

　

青
葉
が
日
ご
と
生
ま
れ
る

ま
ぶ
し
さ
の
中
の
白
い
夢
ノ
ー
ト

　
　

３

あ
け
の
明
星
が
ま
た
た
く

　

希
望
の
光
が
さ
し
て
い
る

こ
の
道
よ
り
ほ
か
に　

歩
む
道
な
し

　

昨
日
よ
り
輝
き
出
で
た
空

コ
ン
ド
ル
が
弧
を
描
い
て
飛
翔
す
る
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